
 
 

 

 

県立学校施設管理実施計画について 

 

 

 

平成 28 年３月に策定した「県立学校施設管理計画」に基づき、今後５カ年のⅠ期実施 

計画（計画期間：平成 29～33 年度）を策定し、県立学校の老朽化対策を実施する。 

 

１ 老朽化対策の概要 

(1) 平成 29～30 年度の２か年は、モデル校２校（宝塚東高校、加古川南高校）におい

て、建物全体を改修し機能・性能の向上を図る長寿命化改修を実施する。 

 (2) モデル校の成果を踏まえ、平成 31 年度以降、長寿命化改修を本格的に実施する。 

(3) 長寿命化改修は、施設全体を行う「全部実施」に加え、施設全体の改修を行うまで

には至らないが、今まで計画的な修繕を実施してこなかったことから、老朽化が進ん

でいる施設の一部を改修する「一部実施」も実施する。 

(4) 今後 10 年間において長寿命化改修を実施しない学校においては、平成 29 年度から 

普通教室棟のトイレ改修（便器の洋式化、床の乾式化）を実施する。 

 

今後 10 年間で、全県立学校でトイレ改修(便器の洋式化、床の乾式化)を実施予定 

 ※特別支援学校のうち小･中学部がある学校は床の乾式化は実施しない。 

 

 

【老朽化対策の区分】          ○ … 実施    △ … 必要に応じて実施 

区  分 
長寿命化改修 トイレ 

改修 全部実施 一部実施 

①躯体改修（ｺﾝｸﾘｰﾄのひび割れ、鉄筋腐食対策等） ○ ○  

②屋上・外壁改修 ○ ○  

③給排水､電気･ガス設備改修 ○ △  

④特別教室への空調導入 ○   

⑤トイレ改修（便器の洋式化・床の乾式化）（※1） ○ ○ ○ 

⑥内装改修 ○   

⑦窓取替 △   

⑧省エネ･バリアフリー化 ○   

⑨余裕教室の模様替え ○(該当校のみ)   

⑩減築（※2） ○(該当校のみ)   

 ※1 各棟２基（男女各１基）の和式便器を残し全て洋式化 

※2 現況の学級数に応じ、エキスパンションジョイント（棟の継ぎ目）の片方の棟や、複数 

ある普通教室棟の一方の棟を減築 

  



 
 

２ 事業費 

区 分 基 準(着手時点) 学校数 工期 
所要額 

H29 H30 H31～H33 

長

寿

命

化

改

修 

全部 
実施 

（旧耐震）築後 40 年 
耐震後 15年 

（新耐震）築後 35 年 

〔H29～H33〕 
着手 5 校 

設計 1年 
工事 3年 

5 億円 15 億円 

 

県立施設全体の 

長寿命化改修 

事業費60億円の

中で実施 
一部 
実施 

（旧耐震）築後 40 年 
耐震後 10年 

（新耐震）築後 15 年 

〔H31～H33〕 
高校 21 校 
特支  6 校 
（予定） 

設計 1年 
工事 1年 

－ － 

トイレ 
改修(※1) 

上記以外（※2） 
〔H29～H33〕 

58 校 
(11～12 校/年) 

数ヶ月 10 億円 10 億円 10 億円/年度 

計  90 校  15 億円 25 億円  

※１ 小・中学部がある特別支援学校以外の全ての学校で床を乾式化 

※２ 今期及び次期計画期間(H34～H38)に長寿命化改修を実施しない学校は、トイレ改修のみ実

施（今期に普通教室棟を実施、次期に特別教室棟を実施） 

 

３ 平成 29 年度実施予定校 

区分 校数 高等学校 特別支援学校 

長寿命化改修 

（全部実施） 
２校 宝塚東､加古川南 － 

トイレ改修 12 校 
尼崎小田､西宮､伊丹北､川西緑台、明石北、 

西脇、小野､吉川、東播工業、姫路商業 

高等､播磨 

 ※各学校との調整により、実施校を変更する可能性あり 

 

４ 長寿命化改修等実施予定校数（Ⅰ・Ⅱ期） 

実施計画のⅠ・Ⅱ期の 10 年間において、全県立学校（高等学校 129 校、特別支援学校

26 校）の長寿命化改修（全部・一部実施）またはトイレ改修を実施予定。 

 

区 分 Ⅰ期（H29～H33） Ⅱ期（H34～H38） Ⅰ･Ⅱ期 計 

長寿命化 

改修 

全部 

実施 

高等学校 5 校   8 校  13 校  

特別支援学校 －   1 校  1 校  

一部 

実施 

高等学校 21 校  39 校  60 校  

特別支援学校  6 校  17 校  23 校  

トイレ改修 
高等学校 56 校  ※Ⅰ期と同じ学校

の特別教室棟を

改修 

56 校  

特別支援学校  2 校  2 校  

合 計 
高等学校 82 校  47 校  129 校  

特別支援学校  8 校  18 校  26 校  

 ※特別支援学校 26 校には、西神戸高等特別支援学校（H29 年４月開校）は含まない。 



   

【長寿命化改修等実施予定校】 ※高校１２９校、特支２６校 

区分 第Ⅰ期(H29～H33)  第Ⅱ期(H34～H38)   

長

寿

命

化

改

修 

5校(高校5) 

【実施校】 

 旧耐震：H10に耐震化改修 

 新耐震：S57～S58に新築 

 

宝塚東、加古川南、須磨友が丘、 

三木北、川西北陵 
 
※    は、H29実施校 

9校(高校8、特支1) 

  【実施校】 

  旧耐震：H11に耐震化改修 

新耐震：S58～S61に新築 

 

西宮甲山、明石城西、北はりま特支、夢前、 

神戸高塚、播磨南、姫路飾西、宝塚北、北摂三田 

 

長

寿

命

化

改

修 

 

※ 

一

部

実

施  

27校（高校21、特支6） 

【高校】 

 旧耐震：H21～H25に耐震化改修 

 新耐震：H2～H9に新築 

 

夢野台、兵庫、神戸鈴蘭台、長田、 

星陵、尼崎、鳴尾、芦屋、宝塚、 

三田西陵、明石、加古川東、 

加古川西、福崎、伊和、八鹿、生野、

農業、尼崎工業、洲本実業、 

神戸商業 

 

 

【特支】 

 旧耐震：H17～H25に耐震化改修 

 新耐震：S58に新築 

 

視覚、豊岡聴覚、阪神特別、 

上野ケ原特別、氷上特別、 

あわじ特別 
 

 

56校（高校39、特支17） 

【髙校】 

 旧耐震：H21～H25に耐震化改修 

 新耐震：H12～H23に新築 

 

御影、神戸、神戸北、須磨東、北須磨、舞子、尼崎北、

尼崎西、西宮北、西宮今津、三田祥雲館、柏原、 

篠山鳳鳴、加古川北、東播磨、北条、姫路西、 

姫路別所、家島、千種、赤穂、神崎、豊岡、日高、 

村岡、津名、有馬、播磨農業、上郡、佐用、但馬農業、

淡路、篠山産業、龍野北、和田山、西宮香風、 

阪神昆陽、西脇北、芦屋中等 

 

【特支】 

 旧耐震：H25～H27に耐震化改修 

 新耐震：S58～H26に新築 

 

神戸聴覚、こばと聴覚、姫路聴覚、のじぎく特別、 

神戸特別、阪神昆陽特別、こやの里特別、芦屋特別、

いなみ野特別、東はりま特別、姫路特別、赤穂特別、

西はりま特別、姫路しらさぎ特別、出石特別、 

和田山特別、出石特別みかた校 

ト

イ

レ

改

修 

 

58校（高校56、特支2） 

【高校】 

 旧耐震：H16～H20、H25～H29に耐震化改修 

新耐震：S61～S62に新築 

 

東灘、神戸甲北、伊川谷、伊川谷北、尼崎小田、尼崎稲園、西宮、西宮南、国際、伊丹、 

伊丹北、伊丹西、宝塚西、川西緑台、川西明峰、猪名川、氷上西、明石南、明石北、明石西、

明石清水、西脇、多可、三木、三木東、高砂、高砂南、松陽、小野、吉川、社、姫路東、 

姫路南、網干、相生、龍野、太子、香寺、出石、浜坂、洲本、淡路三原、氷上、山崎、香住、

兵庫工業、武庫荘総合、篠山東雲、東播工業、西脇工業、小野工業、飾磨工業、姫路工業、

相生産業、豊岡総合、姫路商業 
 
【特支】 

高等特別、播磨特別 
 
※    は、H29実施校 

※老朽化状況の調査の結果等により順次見直しを行っていく。 

第Ⅰ期：普通教室棟、第Ⅱ期：特別教室棟 


